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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■資料デジタル化事業の流れを説明し、本研修で扱う範囲を説明。研修科目(1)と(2)が該当することに言及。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■国立国会図書館でのデジタル化の事例を説明。保存目的であれば法的には所蔵資料すべてをデジタル化可能。絶版等資料であれば全国に図書館送信できるといった国立国会図書館ならではの著作権制限規定がある中でデジタル化事業を行っていることに言及。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■どのような機関から参加されているか、各図書館でどのようなデジタル化が行なわれているかの参考に紹介する旨、言及。
■幅広い機関から参加をいただいていること、資料のデジタル化がさまざまな機関において広く課題として捉えられることが窺えることにも言及。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■すでにデジタル化をして提供をしている機関が6割を占めるが、デジタル化した資料を提供していない機関が15％、デジタル化の計画中の機関が13％参加していることに言及。
■まだデジタル化を行っていない機関の参加者にもわかりやすく、すでにデジタル化を行っている機関にも参考になる内容にするよう努めている旨も言及。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■(1)すでに提供されているデジタルアーカイブ等の公開開始年は、半数以上が2010年以降であることに言及。
■(2)収録点数は様々。これからデジタル化を開始する機関に対し、少数のコンテンツを公開する取組もあることを言及。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■(3)高頻度に追加をしているところは少ない。年数回が一番多く、その他の中には、不定期、必要に応じて、追加を凍結しているといった回答が見られることを紹介。
■(4)公開状況はインターネットで一般公開しているところがほとんどであることに言及。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■(5)所蔵資料をデジタル化したもののみ提供している機関が過半数。他機関または自治体純民、大学所属者等から受け入れたデジタルデータを提供しているところはごくわずか。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■全般的な知識の不足、技術・仕様面の課題、予算・人員の課題を抱える機関が多い。
■本研修が全般的な知識不足の解消や技術・仕様面の課題の解消に幾分かでも資することができれば幸いである。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■権利処理をどうすればいいのかわからないとする機関が目立った。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■アクセスが少ないという問題より、画像を提供してほしいという申し出への対応を課題としている機関が目立った。
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